條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 


LIMCO 


特定 小 電 力 レ ビー ター 
( 総務 省 技術 基準 適合 品 ) 


DJ-P11R 


取扱 説明 書 


アル イン コ の レビ ピーター を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が 
と う ご ざ いま す 。 本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 
使用 いた だ く ため 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 
読み 下さ い 。 

この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て 下さ い 。 ご 使用 中 の 不明 な 
点 や 不具 合 が 生じ た 時 、 お 役に立ち ます 。 


安全 上 の ご 注意 $ 移 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安全 上 の ご 注意 」 を ご 使 
用 前 に お 読み 下さ い 。 

この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 
あな た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損害 を 未然 に 防止 する 
た め に いろ いろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 
の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読 
み 下 さい 。 


表示 表示 の 意味 

この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 人 が 
/⑯、 危 険 死亡 また は 重傷 を 負う 危険 が 差し 迫っ て 生じ る こ 
と が 予想 され る 内 容 を 示し て いま す 。 

こ の 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 人 が 
/⑯\ 警 告 | 死亡 また は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 
示し て いま す 。 

| 、、 | この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 人 が | 
注意 | 働 害 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 お よび 物 的 損 
害 の み の 発生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


本 機 に 貼っ て ある 証明 ラベ ル や 製造 番号 ラベ ル を は が し た 
り 、 内 部 ビス な ど を 取り 外し 改造 を 行っ た 状態 で 運用 する 
事 は 、 法 律 で 禁止 され て お り 法令 に より 罰せ られ る 事 が あ 
り ます 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 等 の 外部 要因 に て 通信 等 の 機 
会 を た 失っ たため に 生じ る 損害 等 、 純 粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 
その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 下さ い 。 


$ 目次 $$ = 


お 使い に な る 前 に 


本 製品 を お 使い に な る 前 に お 読み 下さ い 。 


1 
注意 7 
目 次 


op 本 開 梱 時 に 、 付 属 品 を ご 確認 下さ い 。 
各部 の は た ら き 12 口 本 体 DJ-P11R 1 台 
設定 スイ ッ まま 14 口 電源 アダ プ タ EDC130 h 着 
スイ ッ チ の 設定 17 口 ゴム 足 4 個 
2. 設置 方 法 21 呈 際 2 
壁面 に 取り 付け る 場合 21 口 設定 ラベ ル 1 枚 
卓上 に 置く 場合 22 口 コネ クタ カバ ー( 本 体 に 取付 済み ) 3 個 
設定 ラベ ル の 貼り 付け 22 口 保証 書 1 
アン テ ナ の 立て 方 に つい て 23 口 取扱 説明 書 (本 書 ) 1 音 
レビ ピー ター 設置 場所 の 上 手 な 見 つけ 方 23 
3. 単独 で の 使用 24 
運用 25 
4. 連結 接続 26 
連結 接続 と は 26 
接続 に 使用 する ケー ブル 26 
ケー ブル の 接続 27 
連結 接続 時 の 設置 間隔 27 
チャ ン ネ ル 設 定 28 
運用 29 
5. 付録 31 
ビジ ネス チャ ン ネ ル 31 
レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル 32 
故障 ? と お 考え に な る 前 に 33 
定格 34 


本 機 の 各部 の 名 称 を 説明 し ます 。 
一 前 面部 
440MHz 帯 ア ン テ ナ 421MHz 帯 ア ン テ ナ 
Tu ョ ッ ー 


Dj-P11R 


の の の 


le ググ 
待機 ラン プ 


使用 中 ラン プ 


画 側 面部 上 朋 ー 
連結 接続 用 出力 コネ クタ 
連結 接続 用 入力 コネ クタ TL 連結 出 カ 


| 


テス ト 用 コネ クタ ーーー 本 | 


/⑮\ 何 t 接続 な いで 下さ い 2 
電源 ジャ ッ ク 


Pe* 
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画 背 面部 


取付 用 ビス 穴 


設定 スイ ッ チ カバ ー 


設定 スイ ッ チ 1 所 に あの 


設定 スイ ッ チ 2 上 区 肖 あ DS 2 


書 込 ス イッ チ 


テス ト スイ ッ チ 1 お よび 
テス ト スイ ッ チ 2 は OFF 
に し て 下さ い 


| 年 各部 の は た らき | 


本 機 の 各部 の は た らき を 説明 し ます 。 


口 440MHz 帯 ア ン テ ナ 
440MHz 淀 の 送受 信 ア ン テ ナ で す 。 
約 90 度 ま で 折り 曲げ る こと が 出来 、 回 転 し ます の で 設 
置 状 況 に 合わ せ て 下さ い 。( = P.23) 


口 421MHz 帯 ア ン テ ナ 
421MHz 帯 の 送受 信 ア ン テ ナ で す 。 
約 90 度 ま で 折り 曲げ る こと が 出来 、 回 転 し ます の で 設 


置 状況 に 合わ せ て 下さ い 。( 所 P.23) 

回 半生 と に ウン 
中 継 に よる 送信 時 また は 連結 接続 に よる 送信 時 に 点灯 
し ます 。 

ロ 待機 ラン プ 


受信 待機 の 状態 で 点灯 し ます 。 
口 使用 中 ラン プ 


連結 接続 され た 場合 に 、 他 の 接続 され た DJ-P11R の 送 
信 チ ャ ン ネ ル が 使用 中 の 場合 に 点灯 し ます 。 
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口 連結 入力 コネ クタ 
ケー ブル に より 複数 の DJ-P11R を 連結 接続 する た め の 
コネ クタ で す 。 連結 入力 に ケー ブル を 接続 し た 場合 に 
は 連結 する DJ-P11R の 連結 出力 に 接続 し て 下さ い 。 
( P.26) 


口 連結 出力 コネ クタ 
ケー ブル に より 複数 の DJ-P11R を 連結 接続 する た め の 
コネ クタ で す 。 連結 出力 に ケー ブル を 接続 し た 場合 に 
は 連結 する DJ-P11R の 連結 入力 に 接続 し て 下さ い 。 
( P.26) 


口 電源 コネ クタ 
付属 の 電源 アダ プ タ ( EDC130) を 接続 し ます 。 通常 
の 設定 で は EDC130 以外 の 電源 は 必要 有り ませ ん 。 


/⑯、 付属 の 電源 アダ プ タ 以 外 の 外部 電源 を 使用 する 場合 は 


必ず 出力 電圧 が 8V ~ 14V の 範囲 に ある 直流 安定 化 電 
源 を ご 使用 下さ い 。 
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画 設定 スイ ッ チ 


端末 と し て 使用 する 無線 機 が レビ ピー ター を 介し て 通信 出来 
る 様 に 本 機 の スイ ッ チ の 組み 合わ せ て 機能 を 設定 し ます 。 


本 体 背面 の スイ ッ チ カバ ー を 固定 し て いる ビス を 外し 内 部 
の スイ ッ チ に より 各種 の 設定 を 行い ます 。 

スイ ッ チ の 設定 が 終わ り ま し た ら 、 必 ず カ バー を 取り 付け 
て 下さ い 。 一度 設置 する と た び た び 設定 を 変更 する の は 手間 
に な り ま す の で 、 仮 設 状態 で 充分 な か テスト を され る 事 を お 勧 
めし ます 。 


2 * 0 
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較 スイ ッ チ カバ ー 内 部 
P.17 以後 の 説明 は この 印字 に 基づき ます 。 


テス ト スイ ッ チ 1 
触ら な いで 下さ い 


テス ト スイ ッ チ 2 
必 /⑮ 触ら な いで 下さ い 
F 


エラ ー ラ ンプ 書 込 ス イッ チ 


設定 スイ ッ チ 


口 設定 スイ ッ チ (SW1、 SW の ) 
スイ ッ チ の 「 QNI と 印刷 され て いる 側が QN に な り ま 
す 。SW<SV\W に より ハン グ ア ッ プ タ イ マー、 帯 域 、 チ 
ャ ン ネ ル 、 ス クラ ン ブ ラ 、 ア ラー ム 、 グ ルー プ の 設定 
を 行い ます 。 


口 エラ ー ラ ンプ 表示 
各 機 能 設 定 が 正常 に 行わ れ た か 確認 出来 ます 。 正常 
に 設定 され た 場合 、0. 5 秒間 点灯 し その 後 消 灯 し ます 。 
無効 な 設定 の 場合 0. 5 秒 毎 に 点 減 を 繰り 返し ます 。 


/⑱\、 回 路 に 不具 合 が 有る と 、0. 1 秒間 隔 で 3 回 点滅 、0. 7 秒 
消灯 の 警告 表示 を 繰り 返し ます 。 
この サイ ン が 出 た 時 は すぐ に 設定 を 中 止 し サー ビス 窓 
口 に ご 連絡 下さ い 。( 裏表 紙 ) 
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口 書 込 ス イッ チ 
設定 スイ ッ チ の 内 容 を 変更 し た 時 に 必ず 押し て 下さ 
い 。 押 すこ と に より 設定 が 有効 と な り ま す 。 


/⑱、 テス ト スイ ッ チ 1、 テ スト スイ ッ チ 2 
これ ら の スイ ッ チ は 製造 時 の 動作 確認 等 を 行う 
際 に 必要 な も の で す 。 通常 の 運用 に 使用 する 事 は 
有り ませ ん 。 
本 体 横 の コネ クタ ー を テス ト モー ド に 切り 替え る 
た め 、 誤 っ て ON に し て お く と 配線 時 に 不具 合 が 
発生 する 恐れ が あり ます の で 、 必 ず OFF の 状態 
で お 使い 下さ い 。 
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較 スイ ッ チ の 設定 


画 設定 スイ ッ チ SW1 
口 ハン グ ア ッ プ タ イ マー (HO、HT1) 
子 機 の 電波 が 、 ハ ング アッ プ 設 定時 間 内 で 瞬 断 し て 
も 中 継 動作 を 継続 させ る タイ ミン グ を 設定 し ます 。 
この 時 間 が 長い と 、 中 継 動作 が 中 断 し に くく なり ま 
す が 、 逆 に 交互 通信 の 反応 が 遅く な り ま す 。 
通常 は 、0. 5 秒 て 1.0 秒 が 使い や すい タイ ミン グ で す 。 


ハン グ ア ッ プ タ イ マー と は ? 

、 | 画 固 無し 
ト ランシー バー の 伝 播 を 受け て レビ ー タ ー が ビー 
出す 送信 電波 が 、 ト ラン シー バー の 電波 が 回 
途切れ て も 送信 を 続け る 時 間 の 長 さ の こと ョ 門 1.0 秒 
で す 。 回 回 2.0 秒 


ロ 帯域 設定 (BND 

通信 帯域 を 、 ス イッ チ BND で 切替 えま す 。 

【 帯 域 A 周波 数 】 
送信 440. 0250 て 440. 2375、 440. 2625~ 440. 3625M セ 
受信 421. 5750~ 421. 7875、421. 8125 421. 9125M セ 

【 帯 域 B 周波 数 】 
送信 421. 5750 て 421. 7875、421. 8125 て 421. 9125ML 
受信 440. 0250~ て 440. 2375、 440. 2625~ 440. 3625M セ 


/ 人 の ) 中継 に は 送信 専用 と 受信 専用 の 2 つの 電波 を 
使用 し ます 。 こ の た め 、 特 定 小 電 力 無線 シス テ に 
ム に は 440MHz と 421MHz に ペア で チャ ン ネ ル 画 B 


が 割り 当て られ て いま す 。 
こと で は 、 ど ちら の バン ド を 送信 周波 数 に 割り 当て る か を 設定 し ます 。 
当社 トラ ン シ ー バ ー の 場合 、 ペ ア 割 当 固定 式 の も の は 「 B」 に 統一 し て 
お り ま す が 、 任 意 に 切り 替え の 出来 る 物 も 有り ます 。 詳 し く は トラ ン シ 
ー バ ー の 説明 書 を お 読み 下さ い 。 
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口 チャ ン ネ ル 設 定 ( GOCG ぐ 24) 


使用 する チャ ン ネ ル を 決め 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 に 対 
応 さ せま す 。 


CSO か ら 4 の スイ ッ チ の 倒し 方 の 組み 合わ せ で 11ch 方 
式 の B12ch-- B29ch と 9ch 方 式 の L10ch 二 L18ch に 合わ せ 
る 事 が 出来 ます 。 ト ラン シー バー の 対応 する チャ ン ネ 
ル の うち 、 近 く の ユ ー ザ の 混信 の 無い も の を 選ん で 下 
さい 


還 国 是 還 門 |B12 皿 時 還 還 B19 正 目 目 朋 B26 ョ Pa 門 本 
EE IE 目 還 回 回 国 |B27 aa 回 本 ! 
是 還 時 目 目 |B14 是 問 加 目 是 |B2l 問 是 時 国 目 |B28 問 問 時 国 国 |L15 
還 還 蜂 還 還 |B15 IE 用 目 還 回 門 還 Bo maPPa 還 3 
回目 Bi6 円 隊 回 目 目 Lo 円 
回 四 加 7 上 回 四 sz に 本 届 本 
還 還 上 門 目 目 |Bl8 回 蜂 目 還 |B25 目 是 月 | ロ 2 


設定 スイ ッ チ SV 


口 スク ラン ブラ ー 設 定 ( SO 


スク ラン ブル 設定 を 有効 に する と 秘話 モー ド で の 
中 継が 可能 に な り ま す 。 

秘話 機能 を お 使い に な る に は 、 レ ビー ター を 利用 
する 子 機 側 も 秘話 機能 に 対応 し て いな いと 通話 が 
出来 ませ ん 。 
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男 | 


の 通 


アラ ー ム 設定 ( ALM 

中 継 開始 音 、3 分 通話 制限 時 間 終 了 10 秒 前 の 警告 音 、 
通話 継続 音 の 設定 機能 で す 。 オ ン 設 定 で こ の 機能 が 
動作 し 音 が 出 ます 。 

オフ に 設定 し た 場合 は 中 継 開始 音 、3 分 通話 制 
限 時 間 終 了 10 秒 前 の 警告 音 が 出 な く な り 通話 継続 動 
作 も し な く な り ま す 。 


| | CFF 


Q① 


話 継続 動作 と は 
子 機 が 通話 を 終わ り 、 中 継 の ハン グ ア ッ プ タ イ ム が 
過ぎ て レビ ピーター か ら の 中 継 電 波 が 消え た 後 、2 秒 間 
通話 が 無い と レビ ー タ ー は 中 継 動作 を 終え を スタンバイ 
状態 に 戻り ます 。 

次 に レビ ピー ター を 使う 時 は コー ル バ ッ ク 確認 動作 
等 、 数 秒 の タイ ムラ グ が 新た に 発生 し ます 。 そ れ を 防 
止 する た め 、 通 話 が 1.9 秒 無い と レビ ピーター が 信号 を 
送り 中 継 動作 を 継続 させ ます 。 

3 回 連続 で この 動作 を する 間 に ト ラン シー バー か ら 
の 信号 が 無い と 、 ス タン バイ に 戻す 機能 を 「 通話 継続 
動作 」 と 言い ます 。 
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グル ー プ 設定 ( GSO~GS5) 

グル ー プ 番号 を 設定 する と 、 グ ルー プ 番 号 の 合致 
し な い ユ エー ザ ー の 声 を 間 こ えな くす る 事 で 、 シ ステ 
ム 内 で 快適 な 通信 が 可能 に な り ま す が 、 信 号 を 認識 
する タイ ムラ グ が 最大 0. 3 秒 発 生 に し ます 。 ト ラン シ 
ー バ ー の グル ー プ モー ド 番号 38 の 中 か ら 、1 つ を 選 
ん で 設定 し て 下さ い 。 


回 回 国 国 国 較 | 無し lma 肖 aa 7 ウ 
Pa 6 回 電電 aalala 10.9 
回 回 還 回 由 四 凍 上 導 回 還 加 回 還 折 
8 
回 回 四 2 aa 半 上 四 2.0 
加 ョ 目 カッ 回 0.0 上 グ .3 
回 上 四 隊 al 上 店 加 外 .8 
上 | 36 5 am 胃 四 是 加 朋 月 2 7 
上 明和 回 昨 加 用 に 回 2 
回 旧 。。 人 00 回 蜂 蜂 目 四 FI 了 全 
上 門 中 に 回 目 由 目 ま 問 昨 明 回 の 
PFa 能 症 岬 下院 間 上 段 : グル ー プ 番号 

回 明 四 2 回 還 明 っ 下段 : トー ン 周 波数 

laPlalal 1 9 上 門 218.1 (参考 ) 
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設置 方 : 


本 製品 を 設置 する 前 に お 謗 み 下さ い 。 


本 機 を 設置 する 場所 は な る べく 高い 所 に 設置 し て 下さ い 。 
( P.23) 
画 壁面 に 取り 付け る 場合 


軸 - P11R の 背面 に つり 下げ 用 の 穴 が あり ます 。 こ の 穴 の 間 
隔 は 120mmt こ な っ てい ます 。 

付属 の 木 ね じ を 120mm の 間隔 で 壁 に 取り 付け て 下さ い 、 そ 
の 際 に ね じ の 頭 が 4^ 5mm 程 度 空 いた 状態 に し て 、D- P11R を 
掛け け ま す 。 

落下 の 危険 が な いか 必ず 確認 し て 下さ い 。 


付属 の ビス は ベニ ヤ や 木 の 壁 用 で す 。 そ の 他 の 壁 に つい 
て は 、 別 途 専用 の ビス を ご 用 意 下さ い 。 
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一 卓上 に 言 く 場 合 


口 立て て 置く 
付属 の ゴム 足 を 底面 に 貼り 付け て 下さ い 。 


倒れ な いこ と を 
必ず 確認 し て 下 
さい 。 


口 横 に 置く 
付属 の ゴム 足 を 背面 に 貼り 付け て 下さ い 。 


横 に 置い て 使用 
する 場合 は 、 
アン テ ナ が 垂直 
に な る よう に し 
て 下さ い 。 


画 設定 ラベ ル の 貼り 付け 


付属 の 設定 ラベ ル に は 各 ス イッ チ の 設定 内 容 が 印刷 され て 
いま す 。 必 要 に 応じ て 、 脊 面 に 貼り 付け て 下さ い 


ノ ク 


田 アン テ ナ の 立て 方 に つい て 
本 機 は 回 転 式 アン テ ナ を 採用 し 、 設 置 に 便利 な デザ イン 


に な っ て お り ま す が 、 通 信 の パフ ォ ー マ ンス を 重視 する 場 
合 は 、 以 下 を ご 参考 に アン テ ナ を 立て て 下さ い 。 


1 


① 垂直 人 の 、 水平 垂直 人 A、 水 平 5 交差 % 収納 状態 


ーー 双 い 人 PO 


画 レビ ー タ ー 設 置場 所 の 上 手 な 見 つけ 方 


特定 小 電力 無線 機 が 3 台 以 上 有 れ ば 、 レ ビー ター の 効率 
の 良い 設置 場所 を 見 つけ る 事 が 出来 ます 。 単 信 ( 交互 通話 ) 
モー ド に し た トラ ン シ ー バ ー を 持ち 、A さん は カバ ー し た 
い エ リア が 出来 る だ け 広 く 見 渡せ る 所 に 立ち ます 。 

この 状態 で B さん 以下 の 人 が お 互い に な る べく 離れ て 立 
ち ま す 。A さん は B さん 以下 に 「 B さん 聞こ えま すか ?」 
と いう 風 に 呼び か け ま す 。 

A さ ん と B さ ん 、A さ ん と C さ ん が 通話 出来 て いれ ば 、B 
さん と C さん は こ の 状態 で 通話 出来 な お 、 て も レビ ピーター を 
設置 すれ ば 通話 出来 る 様 に な り ま す 。 

B さん 以下 が A さん と 話せ る 範囲 が レビ ー タ ー の カバ ー 
エリ ア 、A さん の 位置 が レビ ー タ ー 設 置場 所 と な る の で 、 
実験 し な が ら ベス ト な 位置 を 探し て 下さ い 。 
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単独 で の 使用 = mm 


単独 で お 使い に な る 前 に お 読み 下さ い 。 画 電 涼 アダ プ タ を 接続 し て 電源 を 供 
給 し ます 。 子 機 か ら の 電波 を 待機 5 
する 状態 に な り 、 待 機 ラ ンプ の 緑 ン 圧 W 


ヽ 室 em 同 っ 伝 ズ ゝ 呈 三 て か 1 三 四 3 内 に ノ 
人 和 遇 馬 まこ ここ 色 が 点灯 し ます 。 7 
967 画 子 機 か ら の 電波 を 受信 し て 中 継 状 
2 トー 態 に な り 送信 ラン プ の 赤色 が 点灯 内 
/ m 計 | Se し : ま ょ % 人 
/ 本 | > 0 


7 DJ-P11R 


弄 レビ ー タ ー の 送信 チャ ン ネ ル が 使 
用 され て いる 時 は 送信 する こと が 
出来 ませ ん 。 こ の と き に は 待機 ラ 生 ゆめ 
ンプ の 緑色 が 点灯 し ます 。 @ ッ >O 


画 送信 開始 直前 に 送信 ラン プ 、 使 用 中 ラン プ が 瞬間 点灯 し 
ます が 、 送 信 チ ャ ン ネ ル の 空き を チェ ッ ク す る た めで 、 
異常 で は あり ませ ん 。 


画 電源 アダ プ タ を 接続 し て 電源 を 供 
給 し ます 。 子 機 か ら の 電波 を 待機 


の 状態 に な り 、 待 機 ラ ンプ の 緑色 wuW W 人 ④ 注 意 
バ 占 ッ ピ ワ 、 了 6 
RS 使用 中 の ラン プ は 連結 接続 の 際 に 機能 
に 3 か 王 ! し ます 。 
SR 単独 で の 使用 の 際 、 送 信 チ ャ ン ネ ル が 。 二 の W 
8 、 さ 迷信 で き な い 状態 で は 香 @  @ >O< 
画 帯域 は 子 機 が A の 場合 レピータ ー は B に 、 子 機 が B の 場 国生 PP まこ デー 0 


合 レ ビー ター は A に 設定 し て 下さ い 。 
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連結 接続 


連結 接続 を お 使い に な る 前 に お 読み 下さ い 。 


画 連結 接続 と は 


 - P11R を 複数 台 ケ ー ブ 
ル で 接続 する こと に よ 
り 、 レ ビー ター と し て 
だ け で は な く 送信 機 と 
し て 活用 する 事 が 出来 
ます 。 

これ に より 広い 範囲 で 
の 通信 が 可能 に な り ま 
す 。 


画 接続 に 使用 する ケー ブル 


連結 接続 を 行う 場合 に は 
接続 ケー ブル が 必要 で す 。 
ケー ブル は パソ コン の ネ 
ットワーク に 使わ れる LAN 
ケー ブル を 使用 し ます 。 
LA 一 ブル は 必ず フル 結 
線 の スト レー ト ケ ー ブ ル 
で ツイ スト ペア の も の を 
ご 使用 下さ い 。 


の 注意 


クロ スケ ー ブ ル な ど ス トレ ー ト ケー ブル 以外 の ケー ブル 
を 接続 する と 故障 の 原因 と な り ま す の で 絶対 に お 使い に な 
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ら な いで 下さ い 。 


の 注意 
の 注意 


川 
マン 
川 


ICU 
0 O 0 
8 1 
1 

AAA 


N 


較 ケー ブル の 接続 


連結 接続 を 行う 場合 に 本 体 横 の 
コネ クタ に LAN ケ ー ブ ル を 差し 込 
み ま す 。 

連結 出力 に 接続 し た ケー ブル の 
ー 端 は 接続 され る - P11R の 連結 
入力 に 、 連結 入力 に 接続 し た ケ 
ー ブ ル の 一 端 は 接続 され る 

D - P11R の 連結 出力 に それ ぞ れ 接 
続 し ます 。 


本 きれ る 

N 2 
連結 出力 と 連結 出力 また は 連結 入力 と 連結 入力 
を 接続 する と 正常 な 動作 は 行わ れ ま せん 。 


/ 接続 され る 
\、 連結 入力 へ 


し 。 


間 


較 


Sv 選 


続 さ れ た 機器 が 故障 する こと が あり ます 。 
誤 接続 に より 生じ た 損害 は 一 切 保証 致し か ね ま 


す の で ご 了承 下さ い 。 


/⑮ 注 意 捧 騙 コネ クタ の 電源 ジャ 


ッ ク に 近い コネ クタ 
は テス ト 端子 で す 。 


この 端子 に は 何 も 接続 


し な いで 下さ い 。 


画 連結 接続 時 の 設置 間隔 


連結 接続 し た 中 - P11R は 至近 距離 ( 5m 以 内 ) で 


/ 了 
「 テ スト 端子 ン ン 


接続 は し な 
いで 下さ い 


回 
トド 

軒 
【Q 


抽 


連結 入力 また は 連結 出力 と パソ コン 等 他 の 機器 
と は 絶対 に 接続 し な いで 下さ い 。 本 機 ま た は 接 


設置 し な 


いで 下さ い 。 双方 の 電波 に よる 和 干渉 が 起こ り 、 正 常に 動 


作 し な いこ と が あり ます 。 


2 / 


圏 チャ ン ネ ル の 設定 


口 レビ ビー ター の チャ ン ネ ル 設 定 


DJ-P11R を 連結 接続 を し た 場合 の チャ ン ネ ル 
それ ぞ れ 異な る チャ ン ネ ル を 設定 し て 下さ い 。 
他 の DJ-P11R と 同一 の チャ ン ネ ル を 設定 する と 混信 
を 起こ すこ と が あり ます 。 必ず 異な る チャ ン ネ ル に 設 


定 し て 下さ い 。 


口 子 機 の チャ ン ネ ル 設 定 


DJ-P11R を 連結 接続 し た 場合 、 子 機 の チャ ン ネ ル 設 
定 は それ ぞ れ の 通話 エリ ア に 合わ せ た チ ャ ン ネ ル お よ 


び グ ルー プ を 設定 し て 下さ い 。 


別 の エリ ア の チャ ン ネ ル 設 定 と 同一 の 設定 で は 通話 


が 出来 な い 場合 が あり ます 。 


No.2 と の 通話 設定 還 杜 


運用 


全て の DJ-P11R それ ぞ れ に 付属 
の 電源 アダ プ タ を 接続 し て 電源 を 
供給 し ます 。 子 機 か ら の 電波 を 待 
機 す る 状態 に な り 、 和 待機 ラ ンプ の 
緑色 が 点灯 し ます 。 


子 機 か ら の 電波 を 受信 する と 中 継 
状態 に な り 送信 ラン プ の 赤色 が 点 
灯 し ます 。 


レビ ピーター の 送信 チャ ン ネ ル が 使 
用 され て いる 時 は 送信 する こと が 
出来 ませ ん 。 こ の と き に は 待機 ラ 
ンプ の 緑色 が 点灯 し ます 。 


連結 され た DJ-P11R は 中 継 を 行 
っ て いる DJ-P11R より 信号 を 受 
け 送 信 動 作 を 行い ます 
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連結 され た DJ-P11R の 送信 チャ 


ン ネ ル が 使用 され て いる 時 は 送信 付録 
する と と まき ん この どき 。 。 語 
全 09 の 時 922 ei [ 本 製品 の 補足 事項 を 記載 し て いま す 。 


問い の 
れ た 他 の DJ-P11R の どれ か が 送  、 ーー ーー 

三 ン ネ リル が に め 送 信 >O< @ >O< チャ ン ネ ル 帯域 A 帯域 B 

信 チ ャ ン ネ ル が 使用 中 の た め 送 信 2 涼 の ID 送信 周波 数 | 受信 周波 数 | 送信 周波 数 | 受信 周波 数 


出来 な いこ と を 意味 し ます が 、 440.0250 | 421.5750 | 421.5750 | 440.0250 

この 表示 を し て いる DJ-P11R は 送信 を 行い ます 。 E - 5 
440.0375 | 421.5875 | 421.5875 | 440.0375 

440.0500 | 421.6000 | 421.6000 | 440.05oo 


440.0625 | 421.6125 | 421.6125 | 440.0625 
前 に ンプ 、 ンプ が 瞬間 点灯 し 
送信 開始 直前 に 送信 ラ 使用 中 ラ 算 間 点灯 440.0750 | 421.6250 | 421.6250 | 440.075o 


ます が 、 送 信 チ ャ ン ネ ル の 空き を チェ ッ ク し て いる た め 
で 、 異 常 で は 有 あ り ま せん 。 440.0875 
440.1000 421.6500 421.6500 440.1000 
440.1125 421.6625 421.6625 440.1125 
440.1250 421.6750 421.6750 440.1250 
440.1375 421.6875 421.6875 440.1375 
440.1500 
440.1625 421.7125 421.7125 440.1625 
440.1750 421.7250 421.7250 440.1750 
440.1875 421.7375 421.7375 440.1875 
440.2000 421.7500 421.7500 440.2000 


440.2125 421.7625 421.7625 440.2125 


440.2250 421.7750 421.7750 440.2250 
B29 440.2375 421.7875 421.7875 440.2375 


[ MHz] 


S0 っ 1 


| 圏 レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | | 画 故障 ? と お 考え に な る 前 に | 


本 製品 が 故障 か な ? と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 読み 下さ い 。 


チャ ン ネ ル 帯域 A 帯域 B 
送信 周波 数 | 受信 周波 数 | 送信 周波 数 | 受信 周波 数 

440.2625 421.8125 421.8125 440.2625 表示 ラン プ が 何 も | 電源 が 接続 され て な い | 電源 アダ プ タ を AC コン セ 
440.2750 | 421.8250 | 421.8250 | 440.2750 点灯 し な い ント に 差し 込み 、 プ ラグ を 
440.2875 421.8375 421.8375 440.2875 本 体 の 電源 ジャ ッ ク に 差し 
440.3000 | 421.8500 | 421.8500 | 440.3000 込む 

中 継 動作 を し な い | 帯域 、 周 波数 、 グ ルー プ 

番号 が 違う 号 を 合わ せ て 下さ い 
440.3375 421.8875 421.8875 440.3375 子 機 と の 距離 が 離れ すぎ | 交信 距離 を 目安 に 交信 し て 
440.3500 | 421.9000 | 421.9000 | 440.3500 て いる 。 下さ い 
440.3625 421.9125 421.9125 440.3625 送信 チャ ン ネ ル が 使用 さ | 信号 が な く な る の を 待っ て 


れ て いる か ら 再度 送信 する か 、 チ ャ 
ン ネ ル を 変え て 下さ い 。 

交信 制限 時 間 を 超過 し て | 子 機 の PTT を 2 秒 以 上 離し 

いる て か ら 、 再 度 送信 し て 下さ 


い 。 
動 作 を し な い | コネ クタ の 反 二 が 人 
電源 が 供給 され て いな い | 連結 接続 され た すべ て の 
DJ-P11R に 電源 を 供給 し て 
くだ さい 。 


う ク 2 人) 


通信 方 式 
チャ ン ネ ル 数 
電波 形式 
発振 方 式 
周波 数 安定 度 
受信 方 式 
受信 感度 
送信 出力 
変調 方 式 

中 間 周 波数 


定格 電圧 
消費 電流 
外形 寸法 


重量 
動作 温度 範囲 


仕様 ・ 定格 は 予告 無く 変更 する 場合 


440.0250 一 440.2375MHz 
440.2625 一 440.3625MHz 
421.5750 一 421.7875MHz 
421.8125 一 421.9125MHz 
半 複 信 
27CH 
F3E ( FM) 
水晶 発振 周波 数 シン セ サ イ ザー 方 式 
土 2.5ppm 以下 
ダブ ルス ーー パー へ ヘテロダイン 
-6dB 以下 ( 12dB SINAD) 
10mW 
直接 FM 変調 
1st IF 21.7MHz 
2nd IF 450kHz 
DC8V 一 14V 
最大 250mA 以下 
140(H)x200(W)x50(D)mm 
( 突起 物 除く ) 
約 700g 
-10 で 55 C 


が あり ます 。 


人 4 


